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那
波
伊
四
郎
家
文
書

那
波
伊
四
郎
家
は
、

秋
田
藩
御
用
聞
商
人
那

波
三
郎
右
衛
門
の
分
家

で
す
。
現
在
も
秋
田
市

大
町
で
紙
商
を
営
ま
れ

て
お
り
有
名
で
す
。
ま

た
、
店
舗
や
倉
庫
は
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
家
の
古
文
書

点
83

は
、
明
治

年
か
ら
昭

37

和

年
に
か
け
て
の
横

23
帳
（
横
折
紙
を
綴
っ
た

帳
面
・
横
長
半
と
も
）

の
経
営
帳
簿
が
中
心
で

す
。
各
資
料
の
小
口
に

こ

ぐ
ち

は
、
帳
簿
の
年
度
と
名

称
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
部
分
が

見
え
る
よ
う
に
積
み
重

ね
て
保
存
し
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
現
物
を

手
に
取
る
と
「
さ
す
が

紙
商
の
帳
簿
だ
」
と
唸

っ
て
し
ま
う
ほ
ど
美
し

い
装
丁
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
実
物
を
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。

企
画
展

◆
●
地
域
連
携
展

「
テ
ー
マ
（
未
定

」）

（
大
潟
村
干
拓
博
物
館
）

８
月
１
日
～

月

日

12

26

●
本
館
展
示

「
テ
ー
マ
（
未
定

」）

（
特
別
展
示
室
）

前
期

８
月

日
～
９
月

日

21

28

後
期

月
２
日
～

月
３
日

10

11

◆
公
文
書
館
講
座

古
文
書
解
読
講
座

●
（
入
門
編
）

５
月

日
・

日

16

30

６
月

日
・

日

20

27

７
月

日
・

日

11

25

（
応
用
編
）

７
月

日
（
午
前
・
午
後
）

18

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

５
月
８
日
・
６
月

日
19

７
月

日
・
８
月
７
日

10

９
月

日
・

月
９
日

11

10

月

日
・

月

日

11

13

12

11

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日
・

日

28

29

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

来
年
度
の
行
事
予
定

来
年
度
の
行
事
予
定



令
和
６
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
は
、

６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
ま
で
３
週
連
続

で
、
初
級
編
３
回
、
中
・
上
級
編
３
回
を

金
曜
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
特
定
の
回
を

選
ん
で
申
し
込
む
こ
と
も
可
能
で
し
た
。

さ
て
、
受
講
者
か
ら
「
初
級
編
の
回
数

を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
多
か

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
令
和
７
年
度
か
ら

古
文
書
解
読
講
座
の
開
催
方
法
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
古
文
書
解
読
講
座
で
は
初
級
編

を
「
入
門
編
」
と
改
め

「
古
文
書
は
全

、

く
読
め
な
い
け
れ
ど
も
、
読
め
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
い
う
方
を
対
象
に
、
経
験

ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
、
解
読
の
基
礎
を
身
に

着
け
、
あ
る
程
度
く
ず
し
字
に
慣
れ
る
ま

で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
た
め

「
入
門
編
」
全
６
回

、

は
、
５
月

日

日

６
月

日

16

↓
30

↓

20

↓
27

日

７
月

日

日
（
金
）
午
前
の
連

↓

11

↓
25

続
講
座
の
形
に
し
て
開
催
し
ま
す
。
段
階

的
に
難
易
度
が
上
が
る
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
回
受
講
を
前
提

に
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

そ
し
て

「
入
門
編
」
で
は
５
月

日

、

16

の
初
回
か
ら
７
月

日
の
第
５
回
ま
で
、

11

古
文
書
の
テ
キ
ス
ト
を
事
前
に
お
渡
し
す

る
予
定
で
す
。
自
宅
で
各
回
の
内
容
を
復

習
し
、
か
つ
宿
題
で
次
回
の
予
習
を
す
る

こ
と
で
、
確
実
に
解
読
力
を
養
い
、
独
習

に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
・
上
級
編
は

「
応
用
編
」
と
改
め
、
あ
る
程
度
く
ず
し

字
に
慣
れ
た
方
を
対
象
に
、
歴
史
的
な
話

も
交
え
な
が
ら
、
長
め
の
古
文
書
を
講
師

と
と
も
に
読
ん
で
い
き
ま
す
。
７
月

日
18

（
金
）
午
前
・
午
後
の
開
催
で
回
を
選
ん

で
の
受
講
申
し
込
み
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

「
入
門
編
」
連
続
６
回

「
応
用
編
」

、

２
回
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
４
月
に
当
館

Ｈ
Ｐ
や
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら
し
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座
」
は
、
秋
田

県
生
涯
学
習
推
進
本
部
が
主
催
し
、
県
民

の
要
望
に
応
え
る
行
政
分
野
の
職
員
を
派

遣
し
、
専
門
知
識
と
経
験
を
元
に
し
て
講

座
を
開
催
す
る
事
業
で
す
。

令
和
６
年
度
に
当
館
で
開
催
し
た
出
前

講
座
は

件
で
す
。
そ
の
内
訳
は
、
次
の

10

と
お
り
で
す
。

①
歴
史
が
変
わ
る
瞬
間
（
秋
田
市
東
部

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
い
ー
ぱ
る

、）

②
「
地
域
探
求
Ⅲ
」
発
表
会
（
西
仙
北
高

校
：
大
綱
交
流
館

、
③
古
文
書
に
み
る

）

秋
田
藩
の
参
勤
交
代
（
大
仙
市
神
岡
中
央

公
民
館

、
④
秋
田
藩
の
歴
史
を
学
ぶ

）

「
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て

（
秋
田
寿
大
学

」

：
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

、
⑤
公
文
書

）

館
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
（
女
性
学
級

「
ミ
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー
大
住

：
秋
田
市
大

」

住
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

、
⑥

）

波
宇
志
別
神
社
神
主
守
屋
左
源
司
の
岩
館

追
放
伝
承
と
実
際
（
八
峰
町
公
民
館
：
峰

浜
地
区
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
峰
栄
館

、）

⑦
公
文
書
館
の
イ
ロ
ハ
に
つ
い
て
（
北
浦

史
談
会
：
仙
北
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

、）

⑧
古
文
書
で
学
ぶ
仙
北
道
（
東
成
瀬
村
教

育
委
員
会
：
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
る

ん

、
⑨
古
文
書
に
み
る
秋
田
藩
の
参
勤

）

交
代
（
北
家
御
日
記
解
読
会･

ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
角
館
：
仙
北
市
角
館
樺
細
工
伝
承

館
）
⑩
同
（
秋
田
市
民
郷
土
史
懇
話
会
：

き
ら
ら
と
し
ょ
か
ん
明
徳
館
）
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
み
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
高
校

の
地
域
学
習
、
心
を
癒
や
す
古
き
県
政
映

画
の
鑑
賞
、
地
域
の
郷
土
史
学
習
な
ど
の

ほ
か
、
公
文
書
館
の
役
割
や
機
能
を
学
ぶ

講
座
も
あ
り
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
古
文

書
や
歴
史
的
公
文
書
を
用
い
た
講
座
と
と

も
に
、
公
文
書
館
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る

講
座
も
お
引
き
受
け
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
「
あ
き
た
秋
田
県
庁
出
前

講
座
」
の
案
内
は
、
県
生
涯
学
習
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
直
接
当
館
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
７
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
に
つ
い
て

令和６年度の古文書解読講座より

」
に
つ
い
て

今
年
度
の
「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座

「公文書館所蔵資料にみる秋田」より



那
波
伊
四
郞
家
文
書
八
十
三
点
中
七
十
六
点
は
、
昭

和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
二
月
、
秋
田
県
立
秋
田
図

、

（

）

、

書
館
が
受
け
入
れ

平
成
五
年

一
九
九
三

十
一
月

本
館
開
館
に
伴
っ
て
移
管
さ
れ
た
資
料
で
す
。
ま
た
、

残
り
七
点
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
十
二
月
に
寄

贈
を
受
け
た
も
の
で
す
。

前
者
七
十
六
点
の
資
料
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九

〇
四
）
か
ら
大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
）

。

、

、

に
至
る
経
営
帳
簿
で
す

ま
た

後
者
七
点
の
資
料
は

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
昭
和
二
十
三
年
に

至
る
家
政
に
関
す
る
記
録
類
で
す
。

本
紙
表
紙
写
真
に
も
あ
げ
ま
し
た
が
、
経
営
帳
簿
は

す
べ
て
横
帳
（
横
長
半
）
で
す
。
し
か
も
丁
数
が
多
く

最
大
の
も
の
は
五
百
五
十
丁
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
資
料

那
波
伊
四
郞
家
文
書
の
背
を
眺
め
た
写
真
。
朱
印
の
数
字
は
丁
数
。

▼

目
録
を
作
成
す
る
際
、
古
文
書
チ
ー
ム
全
員
に
協
力
を

要
請
し
丁
数
を
数
え
ま
し
た
。
一
枚
一
枚
め
く
り
な
が

ら
の
根
気
の
要
る
作
業
も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と

い
う
と
き
、
職
員
の
一
人
が
、
資
料
の
背
に
押
さ
れ
て

い
る
数
字
の
朱
印
に
気
づ
き
ま
し
た

「
何
だ
ろ
う
？
」

。

と
首
を
ひ
ね
っ
た
刹
那
、
丁
数
で
あ
る
こ
と
に
全
員
が

気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
「

も
っ
と
早
く
気
づ
い

（

て
ほ
し
か
っ
た

」
と
い
う
意
が
こ
も
っ
た
チ
ー
ム
全
員

）

の
冷
や
や
か
な
目
線
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

那
波
伊
四
郞
文
書
の
横
帳
は
紙
、
綴
じ
に
風
格
が
あ

あ
り
、
眺
め
て
い
る
だ
け
で
う
っ
と
り
し
ま
す
。

那
波
伊
四
郞
家
が
こ
の
横
帳
を
始
め
、
ど
こ
か
ら
商

品
を
仕
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
「
諸
国
注
文
買
附
帳
」

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九

一
一
）
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
三
点
が
あ
り

ま
す
。
丁
を
め
く
る
と
、
主
な
仕
入
れ
先
は
、
東
京
・

京
都
・
大
阪
、
近
く
は
仙
台
、
遠
く
は
愛
媛
県
の
商
店

が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
洋
紙
・
和
紙
・
封
筒
・

帳
簿
と
い
っ
た
紙
類
ば
か
り
で
な
く
、
お
茶
や
陶
器
も

仕
入
れ
て
い
ま
し
た
。
本
紙
表
紙
写
真
に
あ
る
「
那
波

茶
紙
店
」
と
記
さ
れ
た
帳
簿
が
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

七
十
六
点
の
経
営
帳
簿
類
で
最
も
多
い
の
は
、
商
品

の
販
売
日
計
が
記
載
さ
れ
た
資
料
で
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九
一
一
）
か
ら
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
二

十
五
点
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正

二
年
に
か
け
て
残
さ
れ
て
い
る
十
七
点
の
顧
客
別
の
納

品
管
理
を
記
し
た
帳
簿
を
見
る
と
、
県
庁
・
町
村
役
場

・
学
校
・
警
察
・
病
院
・
陸
軍
を
始
め
様
々
な
人
が
ど

の
よ
う
な
商
品
を
購
入
し
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。

上
の
写
真
は
、
荒
川

村
役
場
（
現
・
大
仙
市

協
和
荒
川
地
区
）
に
販

売
・
納
品
し
た
紙
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
ま

す
。一

一
円
九
十
五
銭

戸
籍
用
紙

甲
生
漉
百
五
十
枚

一
一
円
四
銭

同
乙
生
漉
八
十
枚

一
九
十
一
銭

同
受
附
簿
用
紙

七
十
枚

一
三
十
七
銭

引
換
小
包
料

〆
四
円
二
十
七
銭

文
中
に
出
て
く
る
「
生

漉

（
き
す
き
・
き
ず

」
き
）
と
は
、
楮
・
三
椏

こ
う
ぞ

み
つ
ま
た

・
雁
皮
の
み
で
漉
か

が
ん

ぴ

れ
、
粘
剤
以
外
（
例
え
ば
漂
白
剤
と
か
）
を
入
れ
て
い

な
い
和
紙
の
こ
と
を
い
い
ま
す

県
内
の
町
村
役
場
で

。

作
ら
れ
る
戸
籍
は
、
那
波
紙
店
が
納
品
す
る
用
紙
が
あ

っ
て
こ
そ
と
い
う
わ
け
で
す
。

那
波
伊
四
郞
家
文
書
を
読
み
解
け
ば
、
明
治
・
大
正

期
の
県
内
に
お
け
る
紙
の
流
通
状
況
が
分
か
る
は
ず
で

す
。
も
ち
ろ
ん
先
行
研
究
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
な
た
か
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
畑
中
康
博
】
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那
波
伊
四
郞
家
文
書

～
那
波
紙
店
の
記
録
～ 資
料
紹
介



出
羽
の
道
わ
け

と
い
う
紀
行
文
が
あ
り
ま
す

混

「

」

（

架
七-

三
五
五-
一
～
七

。
成
立
は
、
慶
応
三
年
（
一

）

八
六
七

。
そ
の
序
に

「
霞
江
庵
翠
風
」
と
い
う
名
で

）

、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
か
ね
出
る
な
る
陸
奥
の
隣
に
つ
ゝ
く
出
羽
の

国
、
安
く
ま
も
ら
せ
給
ふ
な
る
佐
竹
侯
之
御
用
に

て
、
昨
年
よ
り
和
田
家
・
長
田
家
か
手
代
下
ら
れ

し
代
り
と
し
て
、
長
田
氏
よ
り
馬
渕
、
当
よ
り
ハ

池
田
下
り
し
に
（
下
略

（

当
」
は
「
当
家
」
の

）
「

誤
記
か
）

和
田
は
屋
号
を
辰
巳
屋
、
長
田
は
加
島
屋
と
い
い
、

ど
ち
ら
も
大
坂
の
有
力
な
商
人
で

秋
田
藩
の
館
入

藩

、

（

た
ち
い
り

の
御
用
商
人
）
を
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
馬
渕
某

と
池
田
某
と
い
う
二
人
の
名
代
が
、
秋
田
藩
の
御
用
の

た
め
に
秋
田
に
下
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

辰
巳
屋
の
名
代
を
務
め
た
池
田
伊
兵
衛
は
、
歌
や
発

句
・
画
に
も
健
筆
を
ふ
る
っ
た
人
物
だ
っ
た
ら
し
く
、

彼
が
持
ち
帰
っ
た
紀
行
文
に
、
自
分
も
彼
ら
と
同
行
し

た
気
分
に
な
っ
て
自
作
の
歌
を
そ
え
て
書
写
し
た
、
と

い
う
の
が
翠
風
の
序
文
で
す
。
つ
ま
り

「
出
羽
の
道

、

わ
け
」
は
、
辰
巳
屋
の
名
代
が
書
い
た
紀
行
文
を
土
台

に
し
て
翠
風
が
執
筆
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
史
料
に
は
数
々
の
秋
田
の
風
俗
が
描
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
が
こ
の
紀
行
文
の
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。
図
は
「
カ
マ
ク
ラ
」
行
事
の
図
で
す
。

池
田
と
馬
渕
は
慶
応
元
年
六
月
九
日
に
久
保
田
に
到

着
、
翌
二
年
の
二
月
二
十
五
日
に
院
内
関
所
を
出
る
ま

で
の
お
よ
そ
十
か
月
を
秋
田
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ

の
間

「
御
役
所
出
勤
」
と
あ
る
よ
う
に
、
な
に
が
し

、

か
の
藩
の
仕
事
を
手
伝
い
、
ま
た
男
鹿
の
見
物
や
阿
仁

銅
山
・
加
護
山
精
錬
所
の
巡
見
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
彼
ら
の
命
じ
ら
れ
た
「
佐
竹
侯
之
御
用
」

と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
月
二
十
八
日
の
記

事
に
、廿

六
日
川
崎
氏ゟ

旅
宿
方
村
田
氏
御
才
足
ニ
付
罷

、

、（

）

出
候
処

国
表
金
札
銀
札
追
々
被
相
行

中
略

唯
今
右
之
次
第
ニ
付
当
地

着
而
用
向
等
無
之
候

ゟ

間
帰
坂
之
由
被
致
候
段
被
仰
渡
候

と
あ
り
ま
す
。
注
目
す
べ
き
は
傍
線
の
部
分
で
す
。

じ
つ
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四

、
秋
田
藩
は
金
札

）

を
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
札
元
が
加
島
屋
と
辰
巳
屋
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
「
被
仰
渡
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
。

諸
上
納
役
所
出
預
追
々
相
場
下
落
ニ
相
成
、
且
近

来
被
指
出
候
極
印
銀
之
類
共
兎
角
通
用
相
難
候
趣

ニ
付
、
今
般
格
別
之
御
取
調
を
以
、
大
坂
御
館
入

加
嶋
屋
・
辰
巳
屋
両
家
取
扱
之
金
札
御
執
行
被
成

置
候
（

金
札
御
執
行
被
仰
渡
」
混
架
二
九-

一
六

「

五
）

つ
ま
り
、
預

（
銭
札
）
が
下
落
し
、
領
内
鋳
造
の

あ
ず
か
り

極
印
銀
も
不
融
通
な
の
で
、
加
島
屋
と
辰
巳
屋
に
金
札

の
発
行
を
依
頼
し
、
そ
れ
で
回
収
す
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
実
際
は

「
人
気
居
合
不
申
甚
差
支
不

、

容
易
儀
ニ
相
至
」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
そ
の
状
況
改

善
の
た
め
に
、
馬
渕
・
池
田
の
両
名
が
秋
田
に
招
聘
さ

れ
た
の
で
し
た
。

も
と
も
と
預
札
は
藩
内
の
両
替
商
が
発
行
し
て
い
た

も
の
で
す
が
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
諸
上
納
銀

受
取
役
所
を
設
置
し
て
預
札
を
公
的
に
発
行
し
た
こ
と

に
よ
り
、
私
札
を
含
め
て
夥
し
い
預
札
が
流
通
し
て
銭

相
場
が
下
落
、
物
価
が
高
騰
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
回
収

し
て
混
乱
し
た
経
済
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
、

金
札
の
発
行
だ
っ
た
の
で
す
。

金
札
に
七
福
神
を
書
の
せ
て

乁

国
の
宝
を
以
て
辰
巳
や

と
い
う
戯
れ
歌
が
は
や
っ
た
よ
う
で
す
（

伊
頭
園
茶

「

ざ

い
つ
そ
の

話
」
混
架
八-

六
九
九-

一
～
三
一

。
金
札
に
は
七
福

）

神
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た

「
辰
巳
や
」
は
「
発
つ
身

。

や
」
と
か
け
て
い
ま
す
。
七
福
神
を
描
い
た
金
札
で
、

秋
田
の
富
を
持
っ
て
大
坂
へ
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と

皮
肉
っ
て
い
ま
す
。

【
金
森
正
也
】
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令
和
６
年
度
、
公
文
書
館
講
座
の
「
記

憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」
参
加
者
５
名
と

「
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

名
、

11

イ
ン
タ
ー
ン
の
大
学
生
３
名
、
そ
し
て
当

館
か
ら
講
師
畑
中
康
博
と
古
文
書
チ
ー
ム

２
名
、
館
長
も
加
わ
り
計

名
で
岡
文
庫

23

２
０
４
点
、
鈴
木
家
文
書
７
１
１
点
、
合

計
９
１
５
点
の
未
整
理
史
料
の
整
理
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
が
最
終
点
検
の
上
、
国

際
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
記
述
標
準
：ISAD(G)

に
基
づ
き
目
録
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
整
理
済
み
の
史
料
は
、
個
人
プ
ラ
イ
バ古文書整理ボランティアの館外研修会

シ
ー
情
報
を
含
む
文
書
を
除
き
、
４
月
１

日
か
ら
閲
覧
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
整
理
し
た
岡
文
庫
に
は
、
秋
田
中

学
校
長
や
県
立
秋
田
図
書
館
長
を
務
め
た

岡
忠
精
の
関
係
史
料
が
含
ま
れ
ま
す
。
鈴

木
家
文
書
に
は
、
由
利
郡
八
田
村
の
肝
煎

や
戸
長
の
関
係
史
料
が
含
ま
れ
ま
す
。

初
回
時
に
は
互
い
に
面
識
の
無
か
っ
た

「
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」
参
加
の
方

々
が
、
回
を
重
ね
て
仲
間
意
識
を
強
め
て

い
き
、
修
了
式
を
終
え
た
後
、
情
報
交
換

を
誓
い
合
う
情
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
古

文
書
学
習
や
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
対
す
る
熱

意
は
高
く
、
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

を
経
て
、
地
域
の
記
憶
を
護
る
リ
ー
ダ
ー

に
な
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
７
年
度
の
「
記
憶
の
護
り

人
養
成
教
室
」
は
、
若
干
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
、
古
文
書
の
様
式
や
形
態
を
学
ん

だ
上
で
、
各
自
が
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
閲

覧
室
で
資
料
を
閲
覧
し
調
査
内
容
を
ま
と

め
る
時
間
も
作
り
ま
す
。
そ
の
上
で
未
整

理
資
料
の
整
理
実
習
を
行
う
予
定
で
す
。

４
月
中
旬
に
募
集
を
開
始
し
、
教
室
の
修

了
生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
改
め
て
受

講
で
き
ま
す
。

「
御
学
館
文
学
日

第
３
巻
に
収
録
し
た

記
」
は
文
政
５
（
１
８
２
２
）
年
５
月
か
ら
天

保
４
（
１
８
３
３
）
年

月
ま
で
、

年
に
わ

12

12

た
り
記
録
さ
れ
た
勤
中
日
記
で
す
。

史
料
名
に
見
る
「
文
学
」
は
学
館
最
高

職
の
「
祭
酒
」
に
次
ぐ
役
職
と
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
藩
の
教
学
制
度
に
つ
い
て
は
勿
論
で

の
財
源
等
、資
金
の
流
れ
が
見
え

す
が
、藩
校

藩
校
運
営
の
概
要
も
知

る
記
載
に
よ
っ
て
、

る
こ
と
が
で
き
る
文
献
で
す
。

文
学
に
就
任
し
た
陳
令
は
、儒

才
で

49
者
と
し
て
学
館
の
格
式
を
重
ん
じ
る
言
動

が
、随
所
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
陰
之
間
御
講
釈
之
節
帯
剣

之
義
」
に
つ
い
て
。藩
主
義
厚
へ
の
講
釈
時
に
、

よ
し
ひ
ろ

藩
主
や
側
方
が
帯
剣
し
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、講
師
の
立
場
に
在
る
自
分
の
み
が
脱

剣
を
促
さ
れ
た
こ
と
を
不
道
理
に
感
じ
、学

館
総
裁
疋
田
勝
三
郎
を
通
じ
、父
親
で
あ

る
家
老
疋
田
斎
に
伺
い
を
立
て
て
い
ま
す
。

初
代
祭
酒
の
中
山
菁
莪
が
帯
剣
の
ま
ま
、

先
代
義
和
に
講
釈
を
行
っ
た
記
録
も
あ
り
、

陳
令
も
そ
れ
を
望
ん
だ
よ
う
で
す
。結
果

的
に
は
藩
主
も
含
め
そ
の
場
の
全
員
が
、脱

剣
の
上
で
講
釈
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
折
り

合
い
が
つ
き
ま
し
た
。

円
熟
期
を
迎
え
、藩
政
と
教
学
の
両
面

に
お
い
て
影
響
力
を
強
く
持
っ
た
役
人
の
記

録
と
し
て
、こ
の
日
記
を
読
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
、
陳
令
の
立
ち
位
置
か
ら
当
時
の
秋

田
藩
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

『
野
上
陳
令
日
記

第
三
巻
』
は
県
内

各
市
の
図
書
館
や
各
都
道
府
県
の
公
文

書
館
・
図
書
館
で
御
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
税
込
み
４
，
４
０
０
円
で
頒
布
も

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
６
月
に
秋
田
市
三
浦
宏
氏
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
、
祖
父
名
を
冠
し
た
資
料

群
を
今
春
よ
り
新
た
に
公
開
し
ま
す
。

地
元
紙
に
「
大
坂
冬
の
陣
伝
達
書
状
発

見
」
の
見
出
し
で
記
載
さ
れ
た
梅
津
憲
忠

の
り
た
だ

（1572

～1630

）
の
真
筆
と
み
ら
れ
る
書

状
三
通
を
含
む
７
７
９
点
。

今
春
公
開
開
始
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三
浦
畑
四
郎
収
集
資
料

記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
と
古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

翻
刻
本

『
野
上
陳
令
日
記
』第

三
巻
刊
行

〒
〇
一
一-

〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇-

一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話
〇
一
八
（
八
八
八
）
三
五
〇
〇



秋
田
県
公
文
書
館
で
は
、
当
館
所
蔵
の

資
料
を
来
館
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
閲
覧

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

遠
隔
地
に
お
住
ま
い
等
で
ご
来
館
い
た

だ
け
な
い
方
の
た
め
に
一
つ
の
方
法
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
り
、
令
和

７
年
１
月

日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

30

ま
し
た
。

当
館
の
所
蔵
資
料
の
一
部
で
は
あ
り
ま

す
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、

パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

主
な
資
料
を
紹
介
し
ま
す
と
、「
出
羽

一
国
御
絵
図
」（
県
指
定
文
化
財
）
な
ど

の
絵
図
、「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」（
県
指
定

文
化
財
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
資
料
の
検
索

方
法
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」

二
つ
目
は
検
索
条
件
を
細
か
く
設
定
し
て

検
索
す
る
「
詳
細
検
索
」、
そ
し
て
、
三

つ
目
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
覧
か
ら
検
索
す
る

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
検
索
」
で
す
。

登
録
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
の
画
像
閲
覧

は
、「Universal

Viewer
」「Mirador

」

の
２
種
類
の
ビ
ュ
ー
ア
を
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
画
像
の
拡
大
縮
小
、
画

像
閲
覧
画
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
違
い
が
あ

り
ま
す
の
で
使
っ
て
試
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。画

像
が
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
条
件
は

あ
り
ま
す
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
と
な

っ
て
お
り
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
目
玉
で
す
。

よ
り
利
用
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

公
文
書
館
で
は
、
企
画
展
の

ほ
か
、
古
文
書
解
読
講
座
や
県

庁
出
前
講
座
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
令
和
６
年
度
も
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
文
書
館
で
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
、

そ
も
そ
も
公
文
書
館
の
存
在
を
知
ら
な
い

人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
公
文
書
館
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
中
）

当
館
Ｘ
は
こ
ち
ら

か
ら
ど
う
ぞ

編集発行：秋田県公文書館（秋田市山王新町14-31 県立図書館と併設）

電話 018(866)8301 FAX 018(866)8303 最寄りバス停：県立体育館前

URL https://www.pref.akita.lg.jp/kobunsyo/

新
し
く
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

新
し
く
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

公文書館だより第48号 6
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